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l はじめに   

†）5什1り‖のし）lく′’；′‥会秋季研究究よづにおいて，『1・〉りPC汰による酌難分・折』と超して，■荘巨瀬戸  

において昭和：う（）付から、軸足錮：までに発牛した15什の衝突・鳳跡裾附こついて，酌難解、川戚決録をベーー   

スに1－1）l・（：りミを越川し，州々の両難にやるプロセスをlリJらかにするとともに，輌難を回避するノノ策につい  

て椅討した．また，ご肴輌難の光牛根因及びlリ川二対策について，いくつかの八通要嘉を収り糾し，こj■tらを付  

い湘いにすける輌財相川二対策としてイ、■／：；「′亡づけた．しかしながら，問題点として，   

川 汀ノ佃りりこおける胸那l机上対策として碓足するには分析対象となる胸難件数が少ないこと．   

（2）ド1）l一－C汰では，加‘．眉附則1及び圭貯．闇冊l’】の動柑昔の客石油’lく」要来を一1ミとして検討しており，ヒューーマ  

ンフ・j・・クタ、－・一については卜分な検iミ■寸が7J二われていないこと．   

があげられた．これら問題ノ・∴（のうち，川については／ナ後の車倒を踏まえ徐々に桝決するしかないが，（2）につ  

いては＝頗伸上ノ’ir‥の・∴「はである1ご′】’∧（Faultl「reeAllal．ysi．s）を適川し，ヒューーマンファククーーを考慮する   

とともに，軌離脱l人l及び防直対俄について検討することとしたい．  

2 分析対敦満難  

披曳航子細卜水・い翼附術突車イ′卜［平成3咋3‖20＝，んい∴川虫ノノ酌難解、ドリけ，耶49り］，［γ成6咋  

．1‖251】，広J」り也ノノ裁、仙軋．業務上遇丑往水危険，業務卜過失†甘吉過火被H車什（、川例根来掲職）］   

水中明媚Kりは，、内戊3隼2ノ」2（）＝，′卜後3情弓一0分頃，松山鮎から黒鳳紺吊ナ，また，曳酢げ丸は台  

附をl鯛一山，2（）蔓】，′卜後3＝、拘i，山，′占港から糾り闇l■′りけ，それぞれ＝犯した．′卜後4畔23分頃トはl訂県  

「軌■●・●人橋卜）イ、j■近湘土において，帥那は   ′友∴郡汀ノ川＝1：ノJ灯千†からJ■壬ノルt174度約∠＝＝）メーートル（汀ブ   

肯亘漱い をニi蜘一けるためl■り人橋卜で子・J二き会う状況上なり，1くりのノ．二眼と自制†の／i二眼が術突した．その結某  

1くりの乗客5り人及び某親日5人今日がれ陣陽をnい，台齢は後に修即され．たが，Kりは焼㈲にされた．  

j」岬一分＿杭  

川Iral山．1「1・eeの什成  

「術′突」をトップ小森として，FaultTreeを作成する．なお，ゲ、－－トI大分（ANDorOR）が不別碓なも  

のについては危険サイドから分析するため，ORゲ、－－トで糾合することとした．   

（2＝か卜かソトセット：そこに含まれるノ．レト甘象がすべて光隼するときに，はじめてトップ車象が発て巨  

するような」．レト車象の渠ハ．  

術突＝ （漸ノー▲テi声卜肌子イの運航状準×週ムの肌子J二経験×操附能力の過信）  

＋（タイトな運航状準×週ムの航日経頗×据齢能力の掛†妄て）  

一十（保有齢舶数×迎航うー神棚㌣描傲×週ムの肌才一f経験×操附能力の過信）  

＋（タイトな運航状準＋運航状準優先の操附）  

－ト（漸ノ√浮＝肌行の運航八準×動l■削甘肛イく卜分）  

＋（タイトな運航状準×動静l監視不卜分）  

－ト（保†用†Ⅷ■l数×運航γ川け＝、■1・君数×動静軋祝イこ卜分）  
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（∴i＝一之小パスセット：その小に合まれるすべての張本邪像が起こらないとき，はじめてトップ新象が  

起こらないような北本車象の狼・ハ．  

術突＝  （タイトな）捌J■り，押ミ＋動i■削甘祝不仁ガ＋週人速力抒卜航行＋過去の航行経験）  

×（動神佑親イく卜分十掛人速力浮卜肌子√＋週ムの航行絆験＋・運航基準優先の楳附）  

×（タイトな運航状準＋動抑幣親不斗刃一十過人辿ノバ手‥卜航行＋操齢能力の過信）  

×（動静県祝不仁分＋週人述ノ．ノテ㌣卜肌子トト操附能力の過信＋運航基準優先の操附）  

×（タイトな運航ノ．押ミ」一動静幣親イ（卜・分＋過去の航行経験）  

×（動抑県親ヰ十分＋過去の肌子J，紆験」－運航邦準優先の操船）  

×（タイトな運航：j．押ミ十動抑幣親木十■分＋躁齢儒力の過信）  

×（動碑m祝イこ巨分一十操附能ノ．ノの週日＋運航状準磯刊の躁齢）  

×（漱い押上航行の運航北準＋タイトな運航状準＋保有船舶数）  

×（漸い持上航行の運航邦準－トタイトな運航基準＋運航竹朝朋当者数）  
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